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ジネス デルの 化から見た日 業の 分析の  

 
 

間 、 部 志、 田 一郎 

  科学 と の会 ） 

 

 
 

日本の 造業 志の交流 である 科学

と の会 JATES）では、会 業にと

って最大の関心事である日本 業の

化について、ここ 年来 論を続けている。 

1990 年代から 2000 年代 に けての の

・社会・ ・ 業・ などあらゆる で

の大きな 化の中で、日本 業の多くが 生

しているように見える。 

 ここでは、上 の様な 年の社会・ の

トレンド を 景にして、 内外 業の

・事業 がどのように 化して来たか・ 化

しつつあるかについて、 業の ジネス デ

ルの 化 から って ることを たので報告

する。 

 

JATES ジネス デルと ジネス デル  

レー ワーク BMF） 

や ジネス デル という い方は、

論上だけではなく、一 の日 社会でも

く・ 軽に れている。その意 するところは、

「 新しい） ジネスのやり方」 のことである。

一 には、 業を していくに たっての、特

的な 方 や事業 などを ジネス デ

ル と しているが、 には様々な 論・定

がある。 

 JATES では、2002年 から「 者・研究者の

ための ジネス デル 計論」に関する 門

会を 上 、主に 業の 者・研究者向けに 

新 事業 手法 ジネス デル 計手法）

を 発してきた ） ）。 

 JATES の ジネス デルは、まず 計しようと

している ジネス対象の クロ環境の ・分析

業バリ ーチ ーン分析、 分析）、

に クロ環境の ・分析 ーターの つの

分析）を行い、それを基に リ プラン ン

グを行う。この新 ジネスの内容を一 の ジ

ネス デル レー ワークとして 現したもの

が ジネス デル になる。 

この ジネス デル レー ワーク）は、 

1. に するか ・ 場）、 

2.どの様な価 を するか 価 ）、 

3. 要な 資源をどのように調 し する

か 調 ・ 方法）、 

4. した価 に対してどのような の

方で対価を得るか デル）、 

5.どの様に持続性 続性 性を 現するか, 
という つの課題に対する ジネスの 計

を 現したものとなっている。 
ジネス デルは、 別 ・ 発のレ

ルから新事業 造、 業の レ ルまで

様々な で することができる。本報告では、

り上 た 業の事業活動の を調 、1990

年代 辺の ジネス デルと 2000 年代 ・最

の ジネス デルを一 の ジネス デル

レー ワークにまとめた。過 と現 の ジネス

デルの 、また 業同 ・日本と 外 業同

の 等から、それぞれの 業の って来た

やその結果の いを分析し した。 

1に、 用いた ジネス デル レー ワ

ークを す。過 と現 の ジネス デルを に

つな て し、容 に できるようにした。 

１ JATES ジネスモ ルフレー ワーク 

 

社会・ の トレンド 

21 における社会 化・ 化をかつ

てのジ ン・ネイ ッ 「 トレンド」

書 1983 年刊）流に 理すると、 え 大きく

の 10項目にまとめることができる。 

） 場のグローバル化の 展 

）ICT の発展と情報化社会の 化 

）新 の とアジア ト 

）金 の 大化 

） の 増 日本は 減・高 化）と 

的

ジネ

ス モ

ル 

(1) の れまでの

BM 

の れからの BM 

大      

(1) に、 を

のように

るか 

・ 場 

 

    

(2) のように

をあ るか 

価値     

     

モ ル     

的

ジネ

ス モ

ル 

(3) のように持

性・ 性、

成長性を実現

るか 
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を 発してきた ） ）。 

 JATES の ジネス デルは、まず 計しようと

している ジネス対象の クロ環境の ・分析

業バリ ーチ ーン分析、 分析）、

に クロ環境の ・分析 ーターの つの

分析）を行い、それを基に リ プラン ン

グを行う。この新 ジネスの内容を一 の ジ

ネス デル レー ワークとして 現したもの

が ジネス デル になる。 

この ジネス デル レー ワーク）は、 

1. に するか ・ 場）、 

2.どの様な価 を するか 価 ）、 

3. 要な 資源をどのように調 し する

か 調 ・ 方法）、 

4. した価 に対してどのような の

方で対価を得るか デル）、 

5.どの様に持続性 続性 性を 現するか, 
という つの課題に対する ジネスの 計

を 現したものとなっている。 
ジネス デルは、 別 ・ 発のレ

ルから新事業 造、 業の レ ルまで

様々な で することができる。本報告では、

り上 た 業の事業活動の を調 、1990

年代 辺の ジネス デルと 2000 年代 ・最

の ジネス デルを一 の ジネス デル

レー ワークにまとめた。過 と現 の ジネス

デルの 、また 業同 ・日本と 外 業同

の 等から、それぞれの 業の って来た

やその結果の いを分析し した。 

1に、 用いた ジネス デル レー ワ

ークを す。過 と現 の ジネス デルを に

つな て し、容 に できるようにした。 

１ JATES ジネスモ ルフレー ワーク 

 

社会・ の トレンド 

21 における社会 化・ 化をかつ

てのジ ン・ネイ ッ 「 トレンド」

書 1983 年刊）流に 理すると、 え 大きく

の 10項目にまとめることができる。 

） 場のグローバル化の 展 

）ICT の発展と情報化社会の 化 

）新 の とアジア ト 

）金 の 大化 

） の 増 日本は 減・高 化）と 

的

ジネ

ス モ

ル 

(1) の れまでの

BM 

の れからの BM 

大       

(1) に、 を

のように

るか 

・ 場 

 

    

(2) のように

をあ るか 

価値     

     

モ ル     

的

ジネ

ス モ

ル 

(3) のように持

性・ 性、

成長性を実現

るか 

 

 

    

の 流 2009年 50% ） 

） 題、文明の の時代 

） 環境 題 CO2 出 題等） 

）エネルギー 足・資源 題 

） 資源・ の 足 題 

10） ・ 題 

このような社会・ の トレンドの 、 業

の ・事業 にどのような 化が見られ

るのか、日 16 社の 業活動の を ジ

ネス デル レー ワークの 化から調 た。 

 

り上 た日 業 

 ネス デル 化の調査対象とした 業

は、日本 業 11 社 日 、パ ック、日本

、 井、 ー、川 重工、日 、キャノン、

クロ、エル ー リ、ロー ）、 外

業 5社 P&G、GE、IBM、 ー ンス、 スン）

である。 外 業 5 社およ 日本 業の多くは、

JATES 会 業がその 手法に を持 、調

査して たい会社として たところであり、他

に JATESの研究会等で自社の R&D活動を いた

だいた 業を 。 2は 的に つの 業タ

イプ別に分 した 16 社の一 である。 

の 名 ・主
1.大 生 ・大 自 自 （ ）

ニ ク ジ メ、家 、
モー ー

家
P&G 家庭
ニー 、家

、
エンジニ ン

GE により なる （ ）
シーメンス により なる （ ）

ン ・ メラ
により なる

ネ ト （
に せ に ）

IBM 、コン ュー
6.SPA ニク ・

エル ー DRAM
ー ス ・ 子 の モ ル

スン ・家 ・モバイル

により なる

2　 （ イプ ）

5. モ ル

7. モ ル

4. 生
ー スモ ル

2.自 ネ トワー
クモ ル
3. モ ル

事  

ここ 十年から十 年に る 業の事業・

活動の動向・ 化について、インターネット

や書 ・ 誌・新聞情報等によって調 た。 
それらを基に、それぞれの 業が、どの様な

・ 場に、どの様な価 ）を し、ど

の様に を 、そしてどの様に事業を そう

・ ）として来たか・している

かについて、十 年 の状 と最 の状 を一

の ジネス デル レー ワークにまとめた。日

本 業の事 として、 ータの分 で ー

クな を続ける日本 、 外 業として 1837
年 の 的 用 ーカーP&G、の ジネ

ス デル レー ワークを す 3、 4）。 

3 の ジネスモ ル

的 ジ
ネスモ
ル

(1) の れまでの

BM
の れからのBM

大

(1) に、 を の
ように るか

・ 場 モー ー 場 ・新 場・新 IT・情報家
分 にブラシレスDCモー ー 場を

大、 家 ・ フ ス 分
での き換え 、 自 分
にお る新たなモー ー

(2) のように
をあ るか

価値 ・ 性 モー ー ・新 ・新 （ 性・ 性・
性・エネルギー効率に れるブ

ラシレスDCモー ーに 力、
・ の を ）

・レ ースを わない モー
ーのR&D

モ ル 化利 、 ラミ
ド利

化利 、新 利 （ブラシレ
スDCモー ー）、 ラミ ド利 、

的 場シ 利

的 ジ
ネスモ
ル

(3) のように持
性・ 性、成長性
を実現 るか

M&A （ れまでに32
社資 、モー ーの

を ・強化）、

・自 成長、M&A （ ）
・ ス ー新 活 の

的 ジネ
スモ ル

(1) P&Gの れまでのBM P&Gの れからのBM

大

(1) に、 を
のように

るか

・ 場 全 180 のコモ テ 場

(2) のように
をあ る

か

価値 ・コスト プなしで環境にやさしいブランド
を

で は 流 を

（ECR）を 入

モ ル ブランド利 （長い の で、新
・ により くのブランド

を持つ）
新 利 （ 、 物性
、フ 入り き、 い てお

むつ等）
利 （ 上 ）

・ブランド利 （10 ドルを えるブランド
が22個）
・新 利 「 」
の の下、 ースを 的に活

し新 を 資の ・効
率化

的 ジネ
スモ ル

(3) のように
持 性・
性、成長性を
実現 るか

・長 に り「 ブランド」
・ に1980 に有名ブランドを
む メー ーのM&A
（ な ）で

を 大
・マーケテ ン 分 で人 を 出

のJ.イメルト会長、MSのS.バ
ルマーCEO、 ーイン のJ.マク
ーニCEOな

・ イバーシテ （ の つに入れ
ている）
・環境負 低 の ・
・ ステイ ブル 社会的プ ラ
「 生きる、 、
ばたく)」で社会貢献 社会的なフ ラン

ーを じてブランドイメージの 上を
る
・PVP（ ）を

に、M&Aした組織の融和を る

4 P&Gの ジネスモ ル

5 は、まだ 30 年に たない社 ながら新

で新 場を し を ている クロ

の ジネス デル レー ワークである。 ク

ロは、さらにこの 10 年の間にも大きく ジネス

デルを させていることが分かる。 

的 ジ
ネスモ
ル

(1) ニク の れまでの
BM（ 2003 ）

ニク の れからのBM

大
(1) に、
を の よう
に る
か

・ 場 ・ ジュ ル 場 ・ 、子 、 、成人、シニ まで
・ を問わない ーバル 場

(2) のよう
に をあ

るか

価値 ・フ ーストフ ション
（ く ）
・定 （フ ース、
ニ ン 、チ ン
な ）少 を低価 ・
大
・「いかなる 由でも

しま 」の シー
で信 を 得

・ ・少 生 のシフト（2004 ）
・「ベーシ ク 」（ に共 の ）

ーバル・ワン
・値 感（価 の割に良 ）
・「GAP」、「ZARA」な と 合できる ーバルブラン
ド（の ）

SPA （ ）
（1997 ）

・2006 からネ ト に力点（ マーケテ ン ）
・ 、 に ーバル を （ニュー ーク、
ンドン、 、上 、 な 、2012 4 現 9

）
モ

ル
低コスト ジネス
イン利 、
ブ クバス ー利 （フ
ース）

ジ ル利 （ネ ト ）、
新 利 （ ートテ ク、シル ードライな 性

を に ）、ブランド利 （ れ れの あ
る をブランド化）

的 ジ
ネスモ
ル

(3) のよう
に持 性・

性、成
長性を実現
るか

「 を え、常
識を え、 を えて
いく」
・低価 ・大

・GAPのような 的な を し
およびM&Aを い ループを 大
・ ニク 大 （ ー ーの 成）や社 フランチ イ

度で人 育成・活性化

ニク の ジネスモ ル

 

BMF の 化から見えるもの 
i）スローテック・ ーストテック 
MIT のグループがグローバル における

業 を分析した「グローバル 業の

」 ）では、スローテック slow technology）
か、 ーストテック fast technology）かで

業のグループ分けを行っている。スローテックと
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は、基 テクノロジーの 化が い 業分 、

え 、自動 、自動 部 、 、 料などであ

り、 ーストテックとは、基 テクノロジーの

化が い分 、 え エレクトロ クスや

トウ ア が する 同書 p.52~）。これは

イテク・ローテクとは関 ない。 り上 た 16
社をその事業内容に らして分 して ると、日

、川 重工、日 。 ー ンス、GE はスロー

テックに、その他は ーストテックに相 する

と考えられる。これは 業タイプ 7 種の内、

）大 生 ・大 デルと、 ）受

生 ・ ・ ー ス デルは、スローテックに、

その他は ーストテックに分 できることに

なる 2）。スローテック・ ーストテックの

分 は、 本 宏 大 の アーキテクチャ

論」 ）でいう 合 せ ・ ジ ラー の分 に

相 すると考えられる 6）。 
スローテックの 業は 年 上 た

によって、グローバル 場においても新

参 業、新 業に対して な を保

てていると考えられる。一方 ーストテック

の分 では、 発 が しく、 ジネス

の 化も である。これらの分 で を保っ

ていくために、 業はそれぞれ 自の工夫を

らしているはずである。 

ープン・

ク ー ド
・

モジュラー
・ ジ ル

合わせ
・

フ ーストテ ク

ス ーテ ク

 olog

lo  olog

2 自 ネ トワーク
3 モ ル
5 モ ル

7 モ ル

1 大 生大 モ ル
生 ・ モ ル

性

間 性

 
6 ス ーテ ク フ ーストテ クと ー テクチ  

 

ii） 業 事業構造の  

BMF には 社の過 と現 の 業活動につい

ての、 どの 5 項目の ジネス 計 が

されており、これらを抽出して様々な につい

て することができる。 
一 として、 業が 時代・社会・ の

トレンド に対 してアン の事業 大 ト

リックス 7）のどの方向に 業構造の を

っているかを抽出・ したケースを す。「新

場 新 業 出」が、日本 業 8）では、

クロ、日本 の 2 社に対して、 外 業

9）では、P&G、GE、IBM、 スンの 4 社が

すると考えられる。日本 業は、「他 場 他

業 展 」、「 場の 化 新」が多く、

大 な は少ないことが分かる。 

新 場・新 の 出

場・

場・

場の 化・ 新

・ 場・ 場等の （ 化
、 の 化、 ）

・ （ 化）
・

の転換

・ （
、 、 ）

・

・ から （ ）
・ からから ・ （ 、 ）

時 の 化
社会の 化

の 化

場・ 新 場・新 の 出

場の 化・ 新場・

大マト クス

 

構造 の方向 業 代 的事 ・

日本 ラ レスDC ーターで新 場・新 IT、 ・

ィス、自動 、 ）
日 新 向けに50 「 ット ン」を 発 調 の

、CMF 発手法 用

パ ック 学 をテコに、デジカ 場に向け高機能カ ラを
発 一 消費者 高性能 ランドイ ージを えつける
果

ロー 新に中 場を 、エコデバイス・ トア ストデバ
イス 生活 ）分 を
グローバル 場 の 出、

EPC分 に事業 大 発 事業、工業用 、IT/発
事業、
ー ス ジネスの 大 画、 ネジ ント、IT ー

ス、コン ルテー ンなど
に 外 上 が80%
ランドを生かしで ィス機 分 を

川 重工業 す ての のエコ 化を
井 機 OEMや 業 ・ 、 など）を活発化

し、一 の低価 を
ー ードウ ア トウ ア ネットワークを連 させた

発
エル ー 低コスト の 発、資本 による ア

業 イクロンの り、2012年6 ）

場 の
化・ 新

8　 の 転換の

新 場 ・ 新
業の 出

クロ 感のある ー ック グローバル・ワン）で
的 料 業を目指す

他 場 ・ 他
業 の展

日

キャノン

外 業の 業構造 の方向
構造 の方向 業 代 的事 ・

P&G M&Aや を して、 々とコ ディティ 場の新

を 発 その多くを10 ドル ランドに てる

IBM コン ータ ード主 の事業から に けて ー
ス・コン ルティング事業 合 リ ー ンの ）
を

GE リバース イノ ー ン 新 で 発 に展
）手法を 発し新 場を

スン BRICS を 新 場 発から現 化し現

ー を
他 場 ・ 他
業 の展

場 の
化・ 新

ー ンス 100年を える に る事業 の中で、事業それぞれ

の特 ・ に合 せ、生 ・ の現 化を める

新 場 ・ 新
業の 出

iii）リー ー ップの重要性 
内外 業の BMF の から か 上がって

来たのが、 トレンドによって 業構造・事業

構造の を られた に、その を がリー

ドしたかの 題である。 
10 に、 業の 業・事業 の方向と、

その の のリー ー、 の特 ・ イ

ントを一 にした。16 社の内 13 社について、容

に のリー ーを ることが出来た。特に

新 場・新 業 出に する 外 4 社は、いず

れも 10 年 上 の い時 に したリー ー

の にドラスティックな を 験している。
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は、基 テクノロジーの 化が い 業分 、

え 、自動 、自動 部 、 、 料などであ

り、 ーストテックとは、基 テクノロジーの

化が い分 、 え エレクトロ クスや

トウ ア が する 同書 p.52~）。これは

イテク・ローテクとは関 ない。 り上 た 16
社をその事業内容に らして分 して ると、日

、川 重工、日 。 ー ンス、GE はスロー

テックに、その他は ーストテックに相 する

と考えられる。これは 業タイプ 7 種の内、

）大 生 ・大 デルと、 ）受

生 ・ ・ ー ス デルは、スローテックに、

その他は ーストテックに分 できることに

なる 2）。スローテック・ ーストテックの

分 は、 本 宏 大 の アーキテクチャ

論」 ）でいう 合 せ ・ ジ ラー の分 に

相 すると考えられる 6）。 
スローテックの 業は 年 上 た

によって、グローバル 場においても新

参 業、新 業に対して な を保

てていると考えられる。一方 ーストテック

の分 では、 発 が しく、 ジネス

の 化も である。これらの分 で を保っ

ていくために、 業はそれぞれ 自の工夫を

らしているはずである。 

ープン・

ク ー ド
・

モジュラー
・ ジ ル

合わせ
・

フ ーストテ ク

ス ーテ ク

 olog

lo  olog

2 自 ネ トワーク
3 モ ル
5 モ ル

7 モ ル

1 大 生大 モ ル
生 ・ モ ル

性

間 性

 
6 ス ーテ ク フ ーストテ クと ー テクチ  

 

ii） 業 事業構造の  

BMF には 社の過 と現 の 業活動につい

ての、 どの 5 項目の ジネス 計 が

されており、これらを抽出して様々な につい

て することができる。 
一 として、 業が 時代・社会・ の

トレンド に対 してアン の事業 大 ト

リックス 7）のどの方向に 業構造の を

っているかを抽出・ したケースを す。「新

場 新 業 出」が、日本 業 8）では、

クロ、日本 の 2 社に対して、 外 業

9）では、P&G、GE、IBM、 スンの 4 社が

すると考えられる。日本 業は、「他 場 他

業 展 」、「 場の 化 新」が多く、

大 な は少ないことが分かる。 

新 場・新 の 出

場・

場・

場の 化・ 新

・ 場・ 場等の （ 化
、 の 化、 ）

・ （ 化）
・

の転換

・ （
、 、 ）

・

・ から （ ）
・ からから ・ （ 、 ）

時 の 化
社会の 化

の 化

場・ 新 場・新 の 出

場の 化・ 新場・

大マト クス

 

構造 の方向 業 代 的事 ・

日本 ラ レスDC ーターで新 場・新 IT、 ・

ィス、自動 、 ）
日 新 向けに50 「 ット ン」を 発 調 の

、CMF 発手法 用

パ ック 学 をテコに、デジカ 場に向け高機能カ ラを
発 一 消費者 高性能 ランドイ ージを えつける
果

ロー 新に中 場を 、エコデバイス・ トア ストデバ
イス 生活 ）分 を
グローバル 場 の 出、

EPC分 に事業 大 発 事業、工業用 、IT/発
事業、
ー ス ジネスの 大 画、 ネジ ント、IT ー

ス、コン ルテー ンなど
に 外 上 が80%
ランドを生かしで ィス機 分 を

川 重工業 す ての のエコ 化を
井 機 OEMや 業 ・ 、 など）を活発化

し、一 の低価 を
ー ードウ ア トウ ア ネットワークを連 させた

発
エル ー 低コスト の 発、資本 による ア

業 イクロンの り、2012年6 ）

場 の
化・ 新

8　 の 転換の

新 場 ・ 新
業の 出

クロ 感のある ー ック グローバル・ワン）で
的 料 業を目指す

他 場 ・ 他
業 の展

日

キャノン

外 業の 業構造 の方向
構造 の方向 業 代 的事 ・

P&G M&Aや を して、 々とコ ディティ 場の新

を 発 その多くを10 ドル ランドに てる

IBM コン ータ ード主 の事業から に けて ー
ス・コン ルティング事業 合 リ ー ンの ）
を

GE リバース イノ ー ン 新 で 発 に展
）手法を 発し新 場を

スン BRICS を 新 場 発から現 化し現

ー を
他 場 ・ 他
業 の展

場 の
化・ 新

ー ンス 100年を える に る事業 の中で、事業それぞれ

の特 ・ に合 せ、生 ・ の現 化を める

新 場 ・ 新
業の 出

iii）リー ー ップの重要性 
内外 業の BMF の から か 上がって

来たのが、 トレンドによって 業構造・事業

構造の を られた に、その を がリー

ドしたかの 題である。 
10 に、 業の 業・事業 の方向と、

その の のリー ー、 の特 ・ イ

ントを一 にした。16 社の内 13 社について、容

に のリー ーを ることが出来た。特に

新 場・新 業 出に する 外 4 社は、いず

れも 10 年 上 の い時 に したリー ー

の にドラスティックな を 験している。

「 した 業には、 したリー ーの が

ある」と えよう。対して日本 業の はまだ

上にあると見える。BMF で がリー ーかを

することが 要かつ である。 

の方向 業 のリー ー の特 ・ イント
クロ 柳井正CEO の でもが 要とする ー ック

を目指す
日本 重 会 、 M&A
P&G ラ リー Mkting、「社 の能 」 発

J.ウ ルチCEO、

J.イ ルトCEO
L. ス ーCEO、

S.パル ーノCEO
イ・ ン ）

会
カリス でエレクトロ クス 事業
の トップに し上

業者・ の
、 スンGの2代目

会 ）

1993年「 と子 外はす て えよう」

をスロー ンに新 方 を

日 C. ーンCEO 社内コ ケー ン

パ ッ
ク

中 夫社 2000-
2006年）

イ の 2000年 ）

「NEXT50」計画策定

「 のグローバル化」の
日 － イン ラ の ー ス

と集中キャッ ロー など
方法を 新
「 用の 主 」

川 重工業 － 低 ・ 資源・ エネ重 の の

エル ー 本 雄社 業連 の 、 資資金調
井 機 井 業 社

2008 年まで）

・ 社

大手 と 、OEMなどを して新

業と で 負

ー － 井一夫社
CEO 、2012年から）

HW SW Networkの連

ー ンス － 4 で現 主

場 の
化・

他 場・他 業
の展

ロー 研一郎 業社
2010年まで）

キャノン 手 夫社
業者一 、 代目社

1995年）、8代目の

新 場・新 業
出

GE No.1事業の

IBM ー ス事業 の

スン

の ー ーは か

( ) デルの  

ジネス デル論の最大の リットは、その

デルの の源 は かを することにあ

る ）。ここでは、A. J. スライウ キーによる

23 の デル ）を用いて、 社の過 と現

の デルの 化を った。 11、12 に、BMF
から抽出した 内外 業の これからの デ

ル を す。 
11  にお る モ ルの 化の
名 れからの モ ル

ラミ ド利 、 的 場シ 利 、 利 、低コスト・ ジネス イン利 （新 場 に
の50 ト ン を ）

/ ューション利 （ の環境 ・ エネ・ CO2化）

ニー ジ ル利 （ ード・ フト・ネ トワークの れ れから利 ）、新 利 、ブランド利

・OEMと自社ブランドの い
・ 的 場シ 利 、低コスト・ ジネス イン利

化利 （EPC+非EPCの 合 ジネスモ ルに）、 ・ ューション利

化利 、新 利 （ブラシレスDCモー ー）、 ラミ ド利 、 的 場シ 利

ー ューション利 、価 ジション利 （システ にお る ー ・ ー ー スで 価値 ）、新 利
（エコ バイス( エネ)、 ト シスト バイス(生活 )）

ン ・新 利 （ 上 /新 率が64%以上）・

ニク ジ ル利 （ネ ト ）、新 利 （ ートテ ク、シル ードライな 性 を に ）、ブランド利 （ れ
れの ある をブランド化）

ニ ク ブランド モ ル、新 利

エル ー 平分 モ ル（EMS、 生 ）、 的 場シ 利 、 利 、低コスト・ ジネス イン利

12 にお る モ ルの 化の
名 れからの モ ル

P&G ・ ューション利
・ブランド利 （10 ドルを えるブランドが22個）
・新 利 「 」の の下、 ースを 的に活 し新 を R&D 資の ・
効率化

GE ・ / ューション利 、
・ バースイ ベーションによる低コスト ジネス イン利

IBM ・ ューション

シーメンス ・ / ューション利 、
・ブランド利 、
・ブランド利 、

スン ・ バースエンジニ ン により現 化 低コスト ジネス イン利
・ 的 場シ 利 、 利

の源 の として、まず「新 」

と、 の を る「 リ ー ン 」

が られる。さらに新 場を目指した GE
のリバースエンジ アリングに象 される「低コ

スト ジネスデザイン 」、その の安全・安

心を める「 ランド 」、IT を 景とす

る「デジタル 」の つがこれからの デ

ルの代 的方向である。 

まとめ 
・ ジネス デルによる新 ジネス 計の 論

は最 「 ジネス デル・ジ ネレー ン」

書 社 2012 年 2 刊）という本の発行など

を機にまた ー 的に 活している。 
・ 々は、JATES で 発し活用して来た ジネ

ス デル レー ワークを 業活動の 化を可

化する手 として用い、 内外の 業が 20
から 21 に る社会・ の トレンド

の中で、その ジネスのやり方をどう えて来て

いるかを した。 
スローテックの 業分 は、 や ジネスに

ついての 験・ノウ ウの を に って活

かす事ができ、その分新 業に対して く

を保つことが可能。 
ここで り上 た 外 業は日本に十年 上

じて事業 業構造の を っており、特

に新 新 場を して来たケースが多い。

日本 業は して イ ックな 化に しく、

場 に して来たように見える。

新 事業 新 場 の は少ない。 
大きな を てきた 業 特に 外

業）には、 をリードした なリー ーが

する。大 業と えども CEO 一 の が

業の行く手を める。 
トレンドに対 した 業の の源

の 化は、 リ ー ン 、低コスト

ジネスデザイン 、 ランド 、新 、

デジタル 、などの デルに象 される。 
 

上、「 ジネス デル レー ワーク」を用

いることによって、多 な 業活動とその 化を

容 つ 系的に 理・ することが可能であ

ることが分かった。それによって 純にはおもて

に現れて来ない事象を可 化して認識すること

ができ、新しい知見を り こすことができる。 
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